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 これが  「ひろば」？ まるで 「すきま」   
市庁舎建設 模型を見て改めて驚きました 

 

 
 

    
                敷地の大半を埋め尽くす 

            

 

 

 

 

 

 週刊 NEWS     

メイン広場はこの狭さ 

子どもたちも遊べない 

敷地の大半を 

埋め尽くす 

駐車場と道路！ 
 

 

市庁舎と駐車場にはさまれた 

このスペースを「ひろば」と市長は呼びますが 

これはどう見ても「すきま」です！ 



「駐車場は地下に、地上は大きな広場に」 
基本設計はその設計思想で進めるべき 

 

9月1８日、市庁舎及び福祉会館の基本設計に関

して、市議会に「模型」が展示されました。平面図や

パースは見てきましたが、模型を見るのは初めてでし

た。 

昨日見たばかりですので、詳細な分析は改めて書

きたいと思いますが、率直に感想を申し上げると、あ

まりにも「ひろば」が貧弱で、駐車場だらけの印象です。 

  

全体像は 1 面に掲載しましたが、広場と駐車場の

部分を拡大すると、以下のようになります。西岡市長

は、市庁舎と駐車場と間の「すきま」を「ひろば」だと

言っていますが、耳を疑う思いです。 

 

 
 

 敷地を西側から見ると、以下の写真のようになりま

す。「すきま」が「ひろば」として使えるようなシロモノで

はないことが一目瞭然です。この「すきま」は、所詮は、

通路としての役割しか果たせません。 

 

 

 私は、基本設計は「駐車場は地下に、地上は大き

な広場に」という設計思想で進めるべきだと考えてい

ます。 

 そう考える理由の第一は、この敷地周辺は、市当

局も認めざるをえないように、悲惨なほどの「公園空

白エリア」だからです。 

 理由の第二は、この敷地は JR 中央線の車窓から

良く見えるので、「公園都市こがねい」を PR し、小金

井市を居住地に選んでいただける「人口を増やすこと」

＝「税収増」が期待できるからです。 

 理由の第三は、福祉会館は、子ども、その保護者、

高齢者、障がい者、その他多くの市民が理由する施

設であり、施設利用者が伸び伸びと過ごせる広場空

間が求められるからです。特に、子どもたちに伸び伸

びと過ごせる環境を残してあげることは、現在を生き

る私たちの世代の責務だと思います。 

 理由の第四は、震災の際には、広場は災害対策拠

点として活用できますが、駐車場は平常業務でも必

須の施設であり、転用できる面積には限界があるから

です。災害対策の意味でも大きな広場は必要です。 
 

 しかし、西岡市長は、模型のような「貧弱な広場プ

ラン」を強行しようとしています。 

 私としては、基本設計やそれに続く実施設計におい

て、「駐車場は地下に、地上は大きな広場に」を実現

できるよう、志を同じくする市民の皆様と運動を進め

ていきたいと考えています。 
 

脱ムダで市政を変える！ 
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